
補　遺

『埼玉縣水害誌附録寫眞帳』より
東北本線（宇都宮線）栗橋鉄橋と栗橋駅付近

この上流側の東武線鉄橋直上流の右岸堤が決壊し、濁流が東京湾まで及んだ。
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埼
玉
県
に
と
っ
て
の
八
ッ
場
ダ
ム

昭
和
二
十
二
年
九
月
、
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
が
関
東
を
襲
い
埼
玉
の
東
部
低
地
を
こ
と
ご
と
く
海
原
に
し
た
。

こ
の
時
の
洪
水
流
量
か
ら
堤
防
等
河
川
施
設
の
み
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
と
判
断
さ
れ
、
上
流
ダ
ム
群
に
よ
る

洪
水
調
節
が
導
入
さ
れ
る
。
八
ッ
場
ダ
ム
も
利
根
川
ダ
ム
群
の
一
翼
を
担
う
施
設
と
し
て
計
画
さ
れ
た
。

ほ
か
の
ダ
ム
が
次
々
完
成
す
る
中
、
八
ッ
場
ダ
ム
は
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
遅
れ
、
七
〇
年
余
を
要
し
て
令
和
二

年
春
完
成
し
た
。
八
ッ
場
ダ
ム
に
治
水
・
利
水
と
も
に
多
く
を
懸
け
て
き
た
埼
玉
県
に
と
っ
て
待
ち
に
待
っ
た

ダ
ム
。
多
少
と
も
関
わ
り
を
も
っ
た
一
県
民
と
し
て
、
知
り
得
た
こ
と
を
こ
こ
に
ま
と
め
て
お
く
。

利根川
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左頁上／利根川の決壊
「昭和22年9月16日午前零時30分頃、北埼玉郡東村と原道の
村境「新川通」の堤防約350ｍ、一大音響と共に突如決壊。濁
流は物凄き勢いをもって堤内に落下。水はたちまち東村一帯
を浸蝕。漸次氾濫区域を広げ、折から荒川久下決壊の水と南
埼白岡付近において合流して南下。北葛南埼の両郡を3000
㎥/s（推定）の水勢をもってなめつくし、22日悠々東京湾頭
に到達した」

左頁下／利根川決壊による濁流に飲み込まれた栗橋町及び付
近村落の鳥瞰

右頁上／権現堂堤上より水没する我が家を見守る
「濁流の先端飛沫をあげて北葛飾郡権現堂村を襲撃。逃げそ
こねた多数の罹災者は屋上へ這い上り、救援を叫びつづける
のであった」

右頁下／写真提供：共同通信社
9月19日、都県境の桜堤決壊現場から金町へ向って流れ込む
濁流（葛飾区水元）
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『埼玉縣水害誌附録寫眞帳』より
カスリーン台風水害状況

利根川

渡良瀬川

利根川

荒川
（新川通）
350m

200m

至東京

栗橋

伊坂

松永

高柳
川口

八甫

利　根　川利　根　川
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こ
か
ら
南
流
し
東
京
湾
に
注

い
で
い
た
。（
古
墳
時
代
以

降
の
こ
と
と
さ
れ
る
が
、
こ

こ
ま
で
は
自
然
の
流
路
）

　

そ
の
利
根
川
を
栗
橋
直
上

流
の
旧
北
川
辺
町
と
旧
大

利
根
町
の
境（
新
川
通
）と
、

栗
橋
直
下
流
の
猿
島
台
地

を
開
削
し（
赤
堀
川
）、
渡
良

瀬
川
水
系
と
と
も
に
常
陸
川

筋
か
ら
鬼
怒
川
に
つ
な
い
だ

の
が
現
利
根
川
流
路
。

　

こ
の
利
根
川
東
遷
事
業

は
、
江
戸
開
府
に
あ
た
り
幕

府
の
広
域
行
政
最
重
要
課

題
と
し
て
取
り
組
ま
れ
た

「
武
蔵
東
部
低
地
（
下
図
地

色
淡
赤
色
は
埼
玉
県
、
濃
色

は
東
京
都
）
総
合
開
発
」
の

一
環
で
行
わ
れ
た
も
の
。

　

利
根
川
の
水
を
江
戸
市

中
外
縁
（
東
西
葛
西
地
域
。

現
葛
飾
・
江
戸
川
区
等
）
の

村
々
に
送
る
た
め
、
利
根
川

流
路
を
「
葛
西
用
水
（
路
）」

と
し
て
整
え
、
利
根
川
洪
水

は
新
規
開
削
流
路
を
通
じ
て

銚
子
へ
向
か
わ
せ
た
。

 

八
ッ
場
ダ
ム
の
概
略

■
現
利
根
川
流
域
と
旧
利
根
川
流
域

　

戦
後
ま
も
な
く
の
昭
和
二
十
二
年
九
月
十
六
日
、
カ

ス
リ
ー
ン
台
風
に
よ
る
豪
雨
で
利
根
川
が
新
川
通
で
決

壊
し
、
埼
玉
・
東
京
の
東
部
低
地
が
海
原
に
な
っ
た
。

八
ッ
場
ダ
ム
は
そ
れ
を
機
に
、
利
根
川
の
支
流
・
吾
妻

川
に
計
画
さ
れ
た
。

　

利
根
川
の
流
路
延
長
は
信
濃
川
に
続
い
て
二
位
だ
が

流
域
面
積
は
日
本
一
。
水
源
は
群
馬
県
北
端
の
大
水
上

山
で
、
河
口
は
千
葉
県
の
銚
子
。
と
い
っ
て
も
下
図
の

黒
ラ
イ
ン
西
側
が
本
来
の
利
根
川
流
域
で
、
東
側
は
江

戸
初
期
の
「
利
根
川
東
遷
」
事
業
で
狭
義
の
利
根
川
水

系
と
渡
良
瀬
川
水
系
を
鬼
怒
川
水
系
に
ド
ッ
キ
ン
グ
さ

せ
た
も
の
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
利
根
川
は
大
水
上
山
に
始
ま
り
山

地
部
を
流
下
す
る
。
そ
こ
に
群
馬
・
長
野
の
県
境
に
あ

る
鳥
居
峠
に
始
ま
り
浅
間
山
と
草
津
白
根
山
の
間
の
谷

を
下
る
吾
妻
川
が
合
流
し
、
そ
の
後
、
浅
間
山
東
方
の

鼻
曲
山
に
始
ま
る
烏
川
が
合
流
す
る
。
烏
川
に
は
碓
氷

峠
や
物
見
山
に
始
ま
る
碓
氷
川
や
鏑
川
、
奥
秩
父
山
地

三
国
山
か
ら
の
神
流
川
が
合
流
す
る
。

　

越
後
山
脈
南
部
か
ら
関
東
山
地
北
部
に
至
る
広
大
な

山
塊
の
水
を
集
め
る
利
根
川
は
、
烏
川
合
流
後
す
ぐ
に

八
斗
島
（
群
馬
県
伊
勢
崎
市
）
で
平
野
部
に
出
る
。
こ

こ
に
利
根
川
改
修
計
画
の
起
点
に
す
る
基
準
地
点
が
あ

り
、
そ
こ
か
ら
埼
玉
北
辺
を
東
流
し
、
栗
橋
手
前
で
足

尾
山
地
に
始
ま
る
思
川
や
巴
波（
う
ず
ま
）川
、
渡
良
瀬

川
が
一
つ
に
な
っ
て
合
流
す
る
。
本
来
の
利
根
川
は
こ
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た
だ
し
吾
妻
川
は
、
支
流
の
白
砂
川
の
さ
ら
に
支
流

の
大
沢
川
・
谷
沢
川
・
湯
川
が
草
津
白
根
山
か
ら
流
下

す
る
国
内
屈
指
の
強
酸
性
河
川
。
計
画
は
一
時
凍
結
さ

れ
る
。
昭
和
四
十
（
一
九
六
五
）
年
に
そ
れ
ら
支
流
に

石
灰
を
投
入
し
、
中
和
で
発
生
す
る
中
和
生
成
物
を
貯

め
る「
品
木
ダ
ム
」が
中
之
条
町（
旧
六
合
村
）に
で
き
、

八
ッ
場
ダ
ム
の
建
設
が
動
き
出
す
。

　

し
か
し
時
は
す
で
に
高
度
経
済
成
長
期
、
緊
急
に
大

量
の
都
市
用
水
が
求
め
ら
れ
て
い
た
頃
。
八
ッ
場
ダ
ム

も
そ
の
対
応
で
さ
ら
に
大
き
な
ダ
ム
に
な
り
、
水
源
地

域
の
反
対
運
動
が
激
化
し
た
。

■
利
根
川
水
系
全
方
向
に
洪
水
調
節
の
必
要
性

　

利
根
川
上
流
は
、
山
塊
が
扇
の
よ
う
に
広
が
り
、
八

斗
島
を
本
塁
ベ
ー
ス
と
す
る
と
、
本
流
筋
は
ラ
イ
ト
、

吾
妻
川
筋
は
セ
ン
タ
ー
、
神
流
川
を
含
む
烏
川
筋
は
レ

フ
ト
に
当
た
り
、
い
ず
れ
の
筋
に
も
洪
水
調
節
が
な
い

と
効
果
が
な
い
。
そ
れ
で
本
流
筋
に
は
藤
原
・
相
俣
・

薗
原
ダ
ム
等
、
烏
川
支
流
の
神
流
川
に
下
久
保
ダ
ム
、

吾
妻
川
に
は
セ
ン
タ
ー
方
向
の
不
可
欠
な
ダ
ム
と
し
て

堤
高
一
一
五
㍍
、
総
貯
水
容
量
七
三
一
〇
万
㌧
の
八
ッ

場
ダ
ム
が
計
画
さ
れ
た
。

■
武
蔵
東
部
低
地
と
い
う
所

　

利
根
川
東
遷
で
利
根
川
の
洪
水
放
水
路
に
さ
せ
ら
れ

た
鬼
怒
川
筋
に
と
っ
て
は
迷
惑
な
話
な
の
だ
が
、
荒
川

も
西
遷
事
業
で
現
流
路
に
付
け
替
え
ら
れ
、
結
果
、
武

蔵
東
部
低
地
か
ら
利
根
川
と
荒
川
の
洪
水
は
遠
ざ
け
ら

れ
た
。
し
か
し
利
根
川
洪
水
は
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

ど
放
水
路
に
至
る
前
に
破
堤
し
、
本
来
の
水
み
ち
を
下

り
、
武
蔵
東
部
低
地
を
襲
っ
た
。

　

上
川
俣
と
権
現
堂
付
近
が
決
壊
し
、
氾
濫
水
が
江
戸

へ
押
し
寄
せ
る
経
路
が
初
め
て
記
録
さ
れ
た
宝
永
元

（
一
七
〇
四
）
年
洪
水
。
利
根
川
洪
水
を
遊
水
さ
せ
て

い
た
中
条
堤
が
切
れ
、
東
京
ま
で
海
原
に
な
っ
た
明
治

四
十
三（
一
九
一
〇
）年
洪
水
等
々
。

　

明
治
四
十
三
年
洪
水
で
は
中
条
堤
復
旧
の
是
非
を
巡

り
警
官
隊
も
出
動
す
る
上
下
流
の
争
い
に
な
り
、
県
議

会
も
大
紛
糾
。
こ
こ
に
至
っ
て
内
務
省
は
重
い
腰
を
上

げ
、
利
根
川
の
基
準
地
点
を
栗
橋
か
ら
上
流
の
八
斗
島

に
移
し
、
そ
こ
か
ら
海
ま
で
連
続
堤
で
守
る
こ
と
に
し
、

栗
橋
で
流
入
す
る
渡
良
瀬
川
は
洪
水
ピ
ー
ク
時
の
流
入

量
を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
、
栃
木
県
谷
中
村
等
を
犠
牲
に

し
て
日
本
最
大
の
渡
良
瀬
遊
水
地
を
造
成
し
、
栗
橋
下

流
で
は
、
赤
堀
川
拡
幅
や
江
戸
川
の
改
修
、
田
中
・
菅

生
の
調
節
池
化
等
を
進
め
た
。

　

そ
れ
で
も
な
お
昭
和
二
十
二
年
の
カ
ス
リ
ー
ン
台
風

で
新
川
通
が
決
壊
。
利
根
川
の
濁
流
は
、
前
夕
決
壊
し

た
荒
川
洪
水
を
現
白
岡
市
辺
り
で
飲
み
込
み
、
埼
玉
か

ら
東
京
に
至
る
低
地
を
襲
っ
た
。
こ
こ
で
、
河
道
の
負

担
を
減
ら
す
た
め
上
流
に
ダ
ム
群
が
必
要
と
さ
れ
、八
ッ

場
ダ
ム
も
こ
の
時
計
画
さ
れ
た
。

カスリーン台風以降の利根川改修計画流量配分図

14

■利根川改修計画流量配分図
単位：㎥/s　（　　)内：基本高水

3,750→ 3,750→

970→

970→

鬼
怒
川

江戸川

利根川

栗橋
■

明治33年（1900）利根川改修計画
●M29年の大水害が契機。
●計画高水流量はM18年以降４
回の洪水の平均から。
●中条堤による氾濫を前提に基準
点を栗橋とし、その下流の治水
に重点。
●江戸川への洪水の流入を棒出し
で制限。

上
流
ダ
ム
群

14,000
(17,000)→ 9,000→ 8,500→ 5,500→5,500→

2,000→

3,000→

5,000→

0→ 0→0→

渡
良
瀬
川

巴
波
川

鬼
怒
川

小
貝
川

常
陸
川

思
川

江
戸
川

利
根
川
放
水
路

銚子佐原

取手

ダムによる
洪水調節量
3,000 ㎥ /s

八斗島
■

渡良瀬遊水地

利
根
運
河

境

←
50
0 田中遊水地

菅
生
遊
水
地

稲
戸
井
遊
水
地

昭和24年（1949）利根川改修計画

5,570→ 5,570→

1,400
230

3,340→ 4,310→4,310→

970→

2,230

2,500→

←
1,7
00

0→0→

渡
良
瀬
川

鬼
怒
川

小
貝
川

思
川

江
戸
川

八斗島
■

遊水地

放水路

利根川

明治44年（1911）利根川改修計画
●M40、M43年の大水害が契機。
●M43年 の 最 大 洪 水流量は
10.000㎥/sと推定されるが過
大すぎて採用できず。
●中条堤を締切り、基準点を八斗
島に変更。
●基準点増加分の２／３強を江戸
川に配分。棒出しは撤去。
●渡良瀬遊水地で３支川合流量全
量をカット。

上
流
ダ
ム
群

17,000→ 11,000→ 10,500→ 7,500→ 8,000→
5,000→

7,000→

3,000→

6,000→

0

500→ 0→0→

太
平
洋

渡
良
瀬
川

巴
波
川

鬼
怒
川

小
貝
川広

瀬
川
↓

常
陸
利
根
川

思
川

江
戸
川

利
根
川
放
水
路

銚子佐原布川

取手

栗橋
ダムによる
洪水調節量
6,000 ㎥ /s

八斗島
■

菅
生
遊
水
地 稲戸井遊水地

田
中
遊
水
地

渡良瀬遊水地

東京湾

利根
運河

東京湾

境

←
50
0

16,000
(22,000)→

昭和55年（1980）利根川改修計画

10,000→ 9,200→ 6,200→ 4,300→6,600→

1,780→

2,300→

3,000→

0→-800
↑

鬼
怒
川

小
貝
川

江
戸
川

利
根
川
放
水
路

八斗島
■

渡良瀬遊水池

利
根
運
河←
50
0

昭和14年（1939）利根川増補計画
●S10、S13年洪水が契機。
●渡良瀬川調節地への逆流、菅
生・田中調節池を配置。
●下流部及び布川狭窄部の引堤が
困難なため全川河道掘削で対応。
●増分は利根川放水路で対応。

上
流
ダ
ム
群

17,500→
0

10,500→ 10,500→ 9,500→

5,000→

7,000→

1,000→

6,000→

←1
,00
0

1,300→

太
平
洋

渡
良
瀬
川

巴
波
川

鬼
怒
川

小
貝
川

常
陸
利
根
川

思
川

江
戸
川

放
水
路

銚子佐原布川

取手

栗橋
ダムによる
洪水調節量
5,500 ㎥ /s

■八斗島
菅生調節池 稲戸井調節池

田中調節池

渡良瀬遊水地

旧江
戸川

東京湾

利
根
運
河

印旛沼

東京湾

境
16,500
(22,000)→

平成18年（2006）利根川水系河川整備基本方針

●S22年カスリーン台風洪水が契機。
●八ッ場ダムを含む上流ダム群に
よる洪水調節計画を導入。
●渡良瀬川、鬼怒川の合流量をゼ
ロにするための遊水池「稲戸井
調節池」の追加。
●利根川放水路は2,300から
3,000に。

●高度経済成長期以降、人口・資
産に対する治水安全度の引き上
げが必要になった。
●S24年計画の引堤完了の約10
年後の計画改定。
●引堤完了区間の再改修は困難。
●増分は掘削で河道内で分担。そ
れでも不足する分を上流ダム群
の分担量増加で対応。

●長期計画「河川整備基本方針」と
当面30年程度の「河川整備計画」
を策定するとしたH9年河川法
改訂が契機。
●水需要の伸びの低下による多目
的ダムの必要性低下。
●洪水調節量の削減と河道分担量
の増加。
●既設ダム間での治水・利水容量
の再編。既設ダムの嵩上げ、効
率的なダム貯水池操作等による
洪水調節機能の向上。

九
月
の
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
で
す
。
今
度
は

江
戸
初
期
に
利
根
川
東
遷
事
業
で
開
削
し

た
「
新
川
通
」
が
切
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
時
の
八
斗
島
の

流
量
は
毎
秒
一
万
七
〇
〇
〇
㌧
で
し
た
。

そ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
堤
防
嵩
上
げ
や
大

規
模
引
堤
（
利
根
川
五
大
引
堤
）、
掘
削

だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
流
量
で
す
。

　
そ
こ
で
八
斗
島
の
計
画
高
水
を

一
万
四
〇
〇
〇
㌧
と
し
、
上
流
に
ダ
ム
を

造
り
、
三
〇
〇
〇
㌧
を
受
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。
利
根
川
改
修
計
画
に

ダ
ム
に
よ
る
洪
水
調
節
が
導
入
さ
れ
た
最

初
で
す
。

　
実
績
か
ら
確
率
へ

　
そ
の
後
、
六
〇
年
代
の
高
度
経
済
成
長

期
を
経
て
首
都
圏
の
人
口
・
資
産
が
激
増

し
、
ま
す
ま
す
破
堤
回
避
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
既
往

最
大
は
明
治
以
降
の
観
測
値
、
自
然
は
計

り
知
れ
ま
せ
ん
の
で
実
績
か
ら
確
率
に
代

え
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
五
年
の
改
修
計
画
で
は
、
八

斗
島
で
二
〇
〇
年
に
一
度
の
確
率
で
起

こ
る
洪
水
流
量
毎
秒
二
万
二
〇
〇
〇
㌧

を
基
本
高
水
を
と
し
、
そ
の
う
ち
毎
秒

六
〇
〇
〇
㌧
を
上
流
ダ
ム
群
に
託
し
、
河

川
改
修
の
目
標
流
量
（
計
画
高
水
）
を
毎

秒
一
万
六
〇
〇
〇
㌧
と
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
流
域
の
社
会
動
向
に
照
ら
し

て
流
量
配
分
を
設
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
く

河
川
改
修
や
ダ
ム
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
台
風
十
九
号
で
は
、
関
東
地
方

の
多
く
の
観
測
所
で
既
往
最
高
雨
量
を
記

録
し
ま
し
た
が
、
利
根
川
本
・
支
川
の
ダ

ム
群
が
一
億
四
五
〇
〇
万
㌧
貯
留
し
て
く

れ
て
、
八
斗
島
で
の
洪
水
位
を
一
㍍
下
げ

る
こ
と
が
で
き
、
氾
濫
危
険
水
位
四・
八

㍍
以
内
の
四・
一
㍍
に
止
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
八
斗
島
を
野
球
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
と
す

る
と
本
流
筋
の
奥
利
根
ダ
ム
群
は
ラ
イ
ト
、

吾
妻
川
の
八
ッ
場
ダ
ム
は
セ
ン
タ
ー
、
神

流
川
の
下
久
保
ダ
ム
は
レ
フ
ト
を
守
る
ダ

ム
群
（
Ｐ
32
参
照
）。
台
風
十
九
号
で
は

建
設
が
遅
れ
た
吾
妻
川
唯
一
の
八
ッ
場
ダ

ム
も
間
に
合
い
、
セ
ン
タ
ー
の
洪
水
調
節

を
受
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
次
頁
の
写
真
は
八
斗
島
、
二
〇
二
頁
の

写
真
は
下
流
の
栗
橋
地
点
の
利
根
川
で
す
。

八
斗
島
で
台
風
十
九
号
に
よ
る
最
大
高
水

位
を
記
録
し
た
の
は
十
二
日
午
後
十
一
頃
。

栗
橋
の
ピ
ー
ク
は
翌
十
三
日
の
午
前
三
時
。

い
ず
れ
も
夜
間
で
撮
影
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
ピ
ー
ク
時
水
位
は
撮
影
時
よ
り
一

㍍
は
高
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
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明治33年（1900）利根川改修計画
●M29年の大水害が契機。
●計画高水流量はM18年以降４
回の洪水の平均から。
●中条堤による氾濫を前提に基準
点を栗橋とし、その下流の治水
に重点。
●江戸川への洪水の流入を棒出し
で制限。

上
流
ダ
ム
群

14,000
(17,000)→ 9,000→ 8,500→ 5,500→5,500→

2,000→

3,000→

5,000→

0→ 0→0→

渡
良
瀬
川

巴
波
川

鬼
怒
川

小
貝
川

常
陸
川

思
川

江
戸
川

利
根
川
放
水
路

銚子佐原

取手

ダムによる
洪水調節量
3,000 ㎥ /s

八斗島
■

渡良瀬遊水地

利
根
運
河

境

←
50
0 田中遊水地

菅
生
遊
水
地

稲
戸
井
遊
水
地

昭和24年（1949）利根川改修計画

5,570→ 5,570→

1,400
230

3,340→ 4,310→4,310→

970→

2,230

2,500→

←
1,7
00

0→0→

渡
良
瀬
川

鬼
怒
川

小
貝
川

思
川

江
戸
川

八斗島
■

遊水地

放水路

利根川

明治44年（1911）利根川改修計画
●M40、M43年の大水害が契機。
●M43年 の 最 大 洪 水流量は
10.000㎥/sと推定されるが過
大すぎて採用できず。
●中条堤を締切り、基準点を八斗
島に変更。
●基準点増加分の２／３強を江戸
川に配分。棒出しは撤去。
●渡良瀬遊水地で３支川合流量全
量をカット。
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昭和14年（1939）利根川増補計画
●S10、S13年洪水が契機。
●渡良瀬川調節地への逆流、菅
生・田中調節池を配置。
●下流部及び布川狭窄部の引堤が
困難なため全川河道掘削で対応。
●増分は利根川放水路で対応。
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の分担量増加で対応。

●長期計画「河川整備基本方針」と
当面30年程度の「河川整備計画」
を策定するとしたH9年河川法
改訂が契機。
●水需要の伸びの低下による多目
的ダムの必要性低下。
●洪水調節量の削減と河道分担量
の増加。
●既設ダム間での治水・利水容量
の再編。既設ダムの嵩上げ、効
率的なダム貯水池操作等による
洪水調節機能の向上。

九
月
の
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
で
す
。
今
度
は

江
戸
初
期
に
利
根
川
東
遷
事
業
で
開
削
し

た
「
新
川
通
」
が
切
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
時
の
八
斗
島
の

流
量
は
毎
秒
一
万
七
〇
〇
〇
㌧
で
し
た
。

そ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
堤
防
嵩
上
げ
や
大

規
模
引
堤
（
利
根
川
五
大
引
堤
）、
掘
削

だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
流
量
で
す
。

　
そ
こ
で
八
斗
島
の
計
画
高
水
を

一
万
四
〇
〇
〇
㌧
と
し
、
上
流
に
ダ
ム
を

造
り
、
三
〇
〇
〇
㌧
を
受
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。
利
根
川
改
修
計
画
に

ダ
ム
に
よ
る
洪
水
調
節
が
導
入
さ
れ
た
最

初
で
す
。

　
実
績
か
ら
確
率
へ

　
そ
の
後
、
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以
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、
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確
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に
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十
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で
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、
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に
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の
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量
毎
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、
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に
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、
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（
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た
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そ
の
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も
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の
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会
動
向
に
照
ら
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を
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定
し
、
そ
れ
に
基
づ
く

河
川
改
修
や
ダ
ム
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
台
風
十
九
号
で
は
、
関
東
地
方

の
多
く
の
観
測
所
で
既
往
最
高
雨
量
を
記

録
し
ま
し
た
が
、
利
根
川
本
・
支
川
の
ダ

ム
群
が
一
億
四
五
〇
〇
万
㌧
貯
留
し
て
く

れ
て
、
八
斗
島
で
の
洪
水
位
を
一
㍍
下
げ

る
こ
と
が
で
き
、
氾
濫
危
険
水
位
四・
八

㍍
以
内
の
四・
一
㍍
に
止
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
八
斗
島
を
野
球
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
と
す

る
と
本
流
筋
の
奥
利
根
ダ
ム
群
は
ラ
イ
ト
、

吾
妻
川
の
八
ッ
場
ダ
ム
は
セ
ン
タ
ー
、
神

流
川
の
下
久
保
ダ
ム
は
レ
フ
ト
を
守
る
ダ

ム
群
（
Ｐ
32
参
照
）。
台
風
十
九
号
で
は

建
設
が
遅
れ
た
吾
妻
川
唯
一
の
八
ッ
場
ダ

ム
も
間
に
合
い
、
セ
ン
タ
ー
の
洪
水
調
節

を
受
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
次
頁
の
写
真
は
八
斗
島
、
二
〇
二
頁
の

写
真
は
下
流
の
栗
橋
地
点
の
利
根
川
で
す
。

八
斗
島
で
台
風
十
九
号
に
よ
る
最
大
高
水

位
を
記
録
し
た
の
は
十
二
日
午
後
十
一
頃
。

栗
橋
の
ピ
ー
ク
は
翌
十
三
日
の
午
前
三
時
。

い
ず
れ
も
夜
間
で
撮
影
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
ピ
ー
ク
時
水
位
は
撮
影
時
よ
り
一

㍍
は
高
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
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■利根川改修計画流量配分図
単位：㎥/s　（　　)内：基本高水
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明治33年（1900）利根川改修計画
●M29年の大水害が契機。
●計画高水流量はM18年以降４
回の洪水の平均から。
●中条堤による氾濫を前提に基準
点を栗橋とし、その下流の治水
に重点。
●江戸川への洪水の流入を棒出し
で制限。
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明治44年（1911）利根川改修計画
●M40、M43年の大水害が契機。
●M43年 の 最 大 洪 水流量は
10.000㎥/sと推定されるが過
大すぎて採用できず。
●中条堤を締切り、基準点を八斗
島に変更。
●基準点増加分の２／３強を江戸
川に配分。棒出しは撤去。
●渡良瀬遊水地で３支川合流量全
量をカット。
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群
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昭和55年（1980）利根川改修計画
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昭和14年（1939）利根川増補計画
●S10、S13年洪水が契機。
●渡良瀬川調節地への逆流、菅
生・田中調節池を配置。
●下流部及び布川狭窄部の引堤が
困難なため全川河道掘削で対応。
●増分は利根川放水路で対応。

上
流
ダ
ム
群

17,500→
0

10,500→ 10,500→ 9,500→

5,000→

7,000→

1,000→

6,000→

←1
,00
0

1,300→

太
平
洋

渡
良
瀬
川

巴
波
川

鬼
怒
川

小
貝
川

常
陸
利
根
川

思
川

江
戸
川

放
水
路

銚子佐原布川

取手

栗橋
ダムによる
洪水調節量
5,500 ㎥ /s

■八斗島
菅生調節池 稲戸井調節池

田中調節池

渡良瀬遊水地

旧江
戸川

東京湾

利
根
運
河

印旛沼

東京湾

境
16,500
(22,000)→

平成18年（2006）利根川水系河川整備基本方針

●S22年カスリーン台風洪水が契機。
●八ッ場ダムを含む上流ダム群に
よる洪水調節計画を導入。
●渡良瀬川、鬼怒川の合流量をゼ
ロにするための遊水池「稲戸井
調節池」の追加。
●利根川放水路は2,300から
3,000に。

●高度経済成長期以降、人口・資
産に対する治水安全度の引き上
げが必要になった。
●S24年計画の引堤完了の約10
年後の計画改定。
●引堤完了区間の再改修は困難。
●増分は掘削で河道内で分担。そ
れでも不足する分を上流ダム群
の分担量増加で対応。

●長期計画「河川整備基本方針」と
当面30年程度の「河川整備計画」
を策定するとしたH9年河川法
改訂が契機。
●水需要の伸びの低下による多目
的ダムの必要性低下。
●洪水調節量の削減と河道分担量
の増加。
●既設ダム間での治水・利水容量
の再編。既設ダムの嵩上げ、効
率的なダム貯水池操作等による
洪水調節機能の向上。

九
月
の
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
で
す
。
今
度
は

江
戸
初
期
に
利
根
川
東
遷
事
業
で
開
削
し

た
「
新
川
通
」
が
切
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
時
の
八
斗
島
の

流
量
は
毎
秒
一
万
七
〇
〇
〇
㌧
で
し
た
。

そ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
堤
防
嵩
上
げ
や
大

規
模
引
堤
（
利
根
川
五
大
引
堤
）、
掘
削

だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
流
量
で
す
。

　
そ
こ
で
八
斗
島
の
計
画
高
水
を

一
万
四
〇
〇
〇
㌧
と
し
、
上
流
に
ダ
ム
を

造
り
、
三
〇
〇
〇
㌧
を
受
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。
利
根
川
改
修
計
画
に

ダ
ム
に
よ
る
洪
水
調
節
が
導
入
さ
れ
た
最

初
で
す
。

　
実
績
か
ら
確
率
へ

　
そ
の
後
、
六
〇
年
代
の
高
度
経
済
成
長

期
を
経
て
首
都
圏
の
人
口
・
資
産
が
激
増

し
、
ま
す
ま
す
破
堤
回
避
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
既
往

最
大
は
明
治
以
降
の
観
測
値
、
自
然
は
計

り
知
れ
ま
せ
ん
の
で
実
績
か
ら
確
率
に
代

え
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
五
年
の
改
修
計
画
で
は
、
八

斗
島
で
二
〇
〇
年
に
一
度
の
確
率
で
起

こ
る
洪
水
流
量
毎
秒
二
万
二
〇
〇
〇
㌧

を
基
本
高
水
を
と
し
、
そ
の
う
ち
毎
秒

六
〇
〇
〇
㌧
を
上
流
ダ
ム
群
に
託
し
、
河

川
改
修
の
目
標
流
量
（
計
画
高
水
）
を
毎

秒
一
万
六
〇
〇
〇
㌧
と
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
流
域
の
社
会
動
向
に
照
ら
し

て
流
量
配
分
を
設
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
く

河
川
改
修
や
ダ
ム
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
台
風
十
九
号
で
は
、
関
東
地
方

の
多
く
の
観
測
所
で
既
往
最
高
雨
量
を
記

録
し
ま
し
た
が
、
利
根
川
本
・
支
川
の
ダ

ム
群
が
一
億
四
五
〇
〇
万
㌧
貯
留
し
て
く

れ
て
、
八
斗
島
で
の
洪
水
位
を
一
㍍
下
げ

る
こ
と
が
で
き
、
氾
濫
危
険
水
位
四・
八

㍍
以
内
の
四・
一
㍍
に
止
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
八
斗
島
を
野
球
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
と
す

る
と
本
流
筋
の
奥
利
根
ダ
ム
群
は
ラ
イ
ト
、

吾
妻
川
の
八
ッ
場
ダ
ム
は
セ
ン
タ
ー
、
神

流
川
の
下
久
保
ダ
ム
は
レ
フ
ト
を
守
る
ダ

ム
群
（
Ｐ
32
参
照
）。
台
風
十
九
号
で
は

建
設
が
遅
れ
た
吾
妻
川
唯
一
の
八
ッ
場
ダ

ム
も
間
に
合
い
、
セ
ン
タ
ー
の
洪
水
調
節

を
受
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
次
頁
の
写
真
は
八
斗
島
、
二
〇
二
頁
の

写
真
は
下
流
の
栗
橋
地
点
の
利
根
川
で
す
。

八
斗
島
で
台
風
十
九
号
に
よ
る
最
大
高
水

位
を
記
録
し
た
の
は
十
二
日
午
後
十
一
頃
。

栗
橋
の
ピ
ー
ク
は
翌
十
三
日
の
午
前
三
時
。

い
ず
れ
も
夜
間
で
撮
影
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
ピ
ー
ク
時
水
位
は
撮
影
時
よ
り
一

㍍
は
高
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
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■利根川改修計画流量配分図
単位：㎥/s　（　　)内：基本高水

3,750→ 3,750→

970→

970→

鬼
怒
川

江戸川

利根川

栗橋
■

明治33年（1900）利根川改修計画
●M29年の大水害が契機。
●計画高水流量はM18年以降４
回の洪水の平均から。
●中条堤による氾濫を前提に基準
点を栗橋とし、その下流の治水
に重点。
●江戸川への洪水の流入を棒出し
で制限。

上
流
ダ
ム
群

14,000
(17,000)→ 9,000→ 8,500→ 5,500→5,500→

2,000→

3,000→

5,000→

0→ 0→0→

渡
良
瀬
川

巴
波
川

鬼
怒
川

小
貝
川

常
陸
川

思
川

江
戸
川

利
根
川
放
水
路

銚子佐原

取手

ダムによる
洪水調節量
3,000 ㎥ /s

八斗島
■

渡良瀬遊水地

利
根
運
河

境

←
50
0 田中遊水地

菅
生
遊
水
地

稲
戸
井
遊
水
地

昭和24年（1949）利根川改修計画

5,570→ 5,570→

1,400
230

3,340→ 4,310→4,310→

970→

2,230

2,500→

←
1,7
00

0→0→

渡
良
瀬
川

鬼
怒
川

小
貝
川

思
川

江
戸
川

八斗島
■

遊水地

放水路

利根川

明治44年（1911）利根川改修計画
●M40、M43年の大水害が契機。
●M43年 の 最 大 洪 水流量は
10.000㎥/sと推定されるが過
大すぎて採用できず。
●中条堤を締切り、基準点を八斗
島に変更。
●基準点増加分の２／３強を江戸
川に配分。棒出しは撤去。
●渡良瀬遊水地で３支川合流量全
量をカット。

上
流
ダ
ム
群

17,000→ 11,000→ 10,500→ 7,500→ 8,000→

5,000→

7,000→

3,000→

6,000→

0

500→ 0→0→
太
平
洋

渡
良
瀬
川

巴
波
川

鬼
怒
川

小
貝
川広

瀬
川
↓

常
陸
利
根
川

思
川

江
戸
川

利
根
川
放
水
路

銚子佐原布川

取手

栗橋
ダムによる
洪水調節量
6,000 ㎥ /s

八斗島
■

菅
生
遊
水
地 稲戸井遊水地

田
中
遊
水
地

渡良瀬遊水地

東京湾

利根
運河

東京湾

境

←
50
0

16,000
(22,000)→

昭和55年（1980）利根川改修計画

10,000→ 9,200→ 6,200→ 4,300→6,600→

1,780→

2,300→

3,000→

0→-800
↑

鬼
怒
川

小
貝
川

江
戸
川

利
根
川
放
水
路

八斗島
■

渡良瀬遊水池

利
根
運
河←
50
0

昭和14年（1939）利根川増補計画
●S10、S13年洪水が契機。
●渡良瀬川調節地への逆流、菅
生・田中調節池を配置。
●下流部及び布川狭窄部の引堤が
困難なため全川河道掘削で対応。
●増分は利根川放水路で対応。

上
流
ダ
ム
群

17,500→
0

10,500→ 10,500→ 9,500→

5,000→

7,000→

1,000→

6,000→

←1
,00
0

1,300→

太
平
洋

渡
良
瀬
川

巴
波
川

鬼
怒
川

小
貝
川

常
陸
利
根
川

思
川

江
戸
川

放
水
路

銚子佐原布川

取手

栗橋
ダムによる
洪水調節量
5,500 ㎥ /s

■八斗島
菅生調節池 稲戸井調節池

田中調節池

渡良瀬遊水地

旧江
戸川

東京湾

利
根
運
河

印旛沼

東京湾

境
16,500
(22,000)→

平成18年（2006）利根川水系河川整備基本方針

●S22年カスリーン台風洪水が契機。
●八ッ場ダムを含む上流ダム群に
よる洪水調節計画を導入。
●渡良瀬川、鬼怒川の合流量をゼ
ロにするための遊水池「稲戸井
調節池」の追加。
●利根川放水路は2,300から
3,000に。

●高度経済成長期以降、人口・資
産に対する治水安全度の引き上
げが必要になった。
●S24年計画の引堤完了の約10
年後の計画改定。
●引堤完了区間の再改修は困難。
●増分は掘削で河道内で分担。そ
れでも不足する分を上流ダム群
の分担量増加で対応。

●長期計画「河川整備基本方針」と
当面30年程度の「河川整備計画」
を策定するとしたH9年河川法
改訂が契機。
●水需要の伸びの低下による多目
的ダムの必要性低下。
●洪水調節量の削減と河道分担量
の増加。
●既設ダム間での治水・利水容量
の再編。既設ダムの嵩上げ、効
率的なダム貯水池操作等による
洪水調節機能の向上。

九
月
の
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
で
す
。
今
度
は

江
戸
初
期
に
利
根
川
東
遷
事
業
で
開
削
し

た
「
新
川
通
」
が
切
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
時
の
八
斗
島
の

流
量
は
毎
秒
一
万
七
〇
〇
〇
㌧
で
し
た
。

そ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
堤
防
嵩
上
げ
や
大

規
模
引
堤
（
利
根
川
五
大
引
堤
）、
掘
削

だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
流
量
で
す
。

　
そ
こ
で
八
斗
島
の
計
画
高
水
を

一
万
四
〇
〇
〇
㌧
と
し
、
上
流
に
ダ
ム
を

造
り
、
三
〇
〇
〇
㌧
を
受
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。
利
根
川
改
修
計
画
に

ダ
ム
に
よ
る
洪
水
調
節
が
導
入
さ
れ
た
最

初
で
す
。

　
実
績
か
ら
確
率
へ

　
そ
の
後
、
六
〇
年
代
の
高
度
経
済
成
長

期
を
経
て
首
都
圏
の
人
口
・
資
産
が
激
増

し
、
ま
す
ま
す
破
堤
回
避
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
既
往

最
大
は
明
治
以
降
の
観
測
値
、
自
然
は
計

り
知
れ
ま
せ
ん
の
で
実
績
か
ら
確
率
に
代

え
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
五
年
の
改
修
計
画
で
は
、
八

斗
島
で
二
〇
〇
年
に
一
度
の
確
率
で
起

こ
る
洪
水
流
量
毎
秒
二
万
二
〇
〇
〇
㌧

を
基
本
高
水
を
と
し
、
そ
の
う
ち
毎
秒

六
〇
〇
〇
㌧
を
上
流
ダ
ム
群
に
託
し
、
河

川
改
修
の
目
標
流
量
（
計
画
高
水
）
を
毎

秒
一
万
六
〇
〇
〇
㌧
と
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
流
域
の
社
会
動
向
に
照
ら
し

て
流
量
配
分
を
設
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
く

河
川
改
修
や
ダ
ム
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
台
風
十
九
号
で
は
、
関
東
地
方

の
多
く
の
観
測
所
で
既
往
最
高
雨
量
を
記

録
し
ま
し
た
が
、
利
根
川
本
・
支
川
の
ダ

ム
群
が
一
億
四
五
〇
〇
万
㌧
貯
留
し
て
く

れ
て
、
八
斗
島
で
の
洪
水
位
を
一
㍍
下
げ

る
こ
と
が
で
き
、
氾
濫
危
険
水
位
四・
八

㍍
以
内
の
四・
一
㍍
に
止
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
八
斗
島
を
野
球
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
と
す

る
と
本
流
筋
の
奥
利
根
ダ
ム
群
は
ラ
イ
ト
、

吾
妻
川
の
八
ッ
場
ダ
ム
は
セ
ン
タ
ー
、
神

流
川
の
下
久
保
ダ
ム
は
レ
フ
ト
を
守
る
ダ

ム
群
（
Ｐ
32
参
照
）。
台
風
十
九
号
で
は

建
設
が
遅
れ
た
吾
妻
川
唯
一
の
八
ッ
場
ダ

ム
も
間
に
合
い
、
セ
ン
タ
ー
の
洪
水
調
節

を
受
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
次
頁
の
写
真
は
八
斗
島
、
二
〇
二
頁
の

写
真
は
下
流
の
栗
橋
地
点
の
利
根
川
で
す
。

八
斗
島
で
台
風
十
九
号
に
よ
る
最
大
高
水

位
を
記
録
し
た
の
は
十
二
日
午
後
十
一
頃
。

栗
橋
の
ピ
ー
ク
は
翌
十
三
日
の
午
前
三
時
。

い
ず
れ
も
夜
間
で
撮
影
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
ピ
ー
ク
時
水
位
は
撮
影
時
よ
り
一

㍍
は
高
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
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■利根川改修計画流量配分図
単位：㎥/s　（　　)内：基本高水

3,750→ 3,750→

970→

970→

鬼
怒
川

江戸川

利根川

栗橋
■

明治33年（1900）利根川改修計画
●M29年の大水害が契機。
●計画高水流量はM18年以降４
回の洪水の平均から。
●中条堤による氾濫を前提に基準
点を栗橋とし、その下流の治水
に重点。
●江戸川への洪水の流入を棒出し
で制限。

上
流
ダ
ム
群

14,000
(17,000)→ 9,000→ 8,500→ 5,500→5,500→

2,000→

3,000→

5,000→

0→ 0→0→

渡
良
瀬
川

巴
波
川

鬼
怒
川

小
貝
川

常
陸
川

思
川

江
戸
川

利
根
川
放
水
路

銚子佐原

取手

ダムによる
洪水調節量
3,000 ㎥ /s

八斗島
■

渡良瀬遊水地

利
根
運
河

境

←
50
0 田中遊水地

菅
生
遊
水
地

稲
戸
井
遊
水
地

昭和24年（1949）利根川改修計画

5,570→ 5,570→

1,400
230
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遊水地
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利根川

明治44年（1911）利根川改修計画
●M40、M43年の大水害が契機。
●M43年 の 最 大 洪 水流量は
10.000㎥/sと推定されるが過
大すぎて採用できず。
●中条堤を締切り、基準点を八斗
島に変更。
●基準点増加分の２／３強を江戸
川に配分。棒出しは撤去。
●渡良瀬遊水地で３支川合流量全
量をカット。
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昭和55年（1980）利根川改修計画
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昭和14年（1939）利根川増補計画
●S10、S13年洪水が契機。
●渡良瀬川調節地への逆流、菅
生・田中調節池を配置。
●下流部及び布川狭窄部の引堤が
困難なため全川河道掘削で対応。
●増分は利根川放水路で対応。

上
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栗橋
ダムによる
洪水調節量
5,500 ㎥ /s
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平成18年（2006）利根川水系河川整備基本方針

●S22年カスリーン台風洪水が契機。
●八ッ場ダムを含む上流ダム群に
よる洪水調節計画を導入。
●渡良瀬川、鬼怒川の合流量をゼ
ロにするための遊水池「稲戸井
調節池」の追加。
●利根川放水路は2,300から
3,000に。

●高度経済成長期以降、人口・資
産に対する治水安全度の引き上
げが必要になった。
●S24年計画の引堤完了の約10
年後の計画改定。
●引堤完了区間の再改修は困難。
●増分は掘削で河道内で分担。そ
れでも不足する分を上流ダム群
の分担量増加で対応。

●長期計画「河川整備基本方針」と
当面30年程度の「河川整備計画」
を策定するとしたH9年河川法
改訂が契機。
●水需要の伸びの低下による多目
的ダムの必要性低下。
●洪水調節量の削減と河道分担量
の増加。
●既設ダム間での治水・利水容量
の再編。既設ダムの嵩上げ、効
率的なダム貯水池操作等による
洪水調節機能の向上。

九
月
の
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
で
す
。
今
度
は

江
戸
初
期
に
利
根
川
東
遷
事
業
で
開
削
し

た
「
新
川
通
」
が
切
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
時
の
八
斗
島
の

流
量
は
毎
秒
一
万
七
〇
〇
〇
㌧
で
し
た
。

そ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
堤
防
嵩
上
げ
や
大

規
模
引
堤
（
利
根
川
五
大
引
堤
）、
掘
削

だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
流
量
で
す
。

　
そ
こ
で
八
斗
島
の
計
画
高
水
を

一
万
四
〇
〇
〇
㌧
と
し
、
上
流
に
ダ
ム
を

造
り
、
三
〇
〇
〇
㌧
を
受
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。
利
根
川
改
修
計
画
に

ダ
ム
に
よ
る
洪
水
調
節
が
導
入
さ
れ
た
最

初
で
す
。

　
実
績
か
ら
確
率
へ

　
そ
の
後
、
六
〇
年
代
の
高
度
経
済
成
長

期
を
経
て
首
都
圏
の
人
口
・
資
産
が
激
増

し
、
ま
す
ま
す
破
堤
回
避
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
既
往

最
大
は
明
治
以
降
の
観
測
値
、
自
然
は
計

り
知
れ
ま
せ
ん
の
で
実
績
か
ら
確
率
に
代

え
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
五
年
の
改
修
計
画
で
は
、
八

斗
島
で
二
〇
〇
年
に
一
度
の
確
率
で
起

こ
る
洪
水
流
量
毎
秒
二
万
二
〇
〇
〇
㌧

を
基
本
高
水
を
と
し
、
そ
の
う
ち
毎
秒

六
〇
〇
〇
㌧
を
上
流
ダ
ム
群
に
託
し
、
河

川
改
修
の
目
標
流
量
（
計
画
高
水
）
を
毎

秒
一
万
六
〇
〇
〇
㌧
と
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
流
域
の
社
会
動
向
に
照
ら
し

て
流
量
配
分
を
設
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
く

河
川
改
修
や
ダ
ム
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
台
風
十
九
号
で
は
、
関
東
地
方

の
多
く
の
観
測
所
で
既
往
最
高
雨
量
を
記

録
し
ま
し
た
が
、
利
根
川
本
・
支
川
の
ダ

ム
群
が
一
億
四
五
〇
〇
万
㌧
貯
留
し
て
く

れ
て
、
八
斗
島
で
の
洪
水
位
を
一
㍍
下
げ

る
こ
と
が
で
き
、
氾
濫
危
険
水
位
四・
八

㍍
以
内
の
四・
一
㍍
に
止
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
八
斗
島
を
野
球
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
と
す

る
と
本
流
筋
の
奥
利
根
ダ
ム
群
は
ラ
イ
ト
、

吾
妻
川
の
八
ッ
場
ダ
ム
は
セ
ン
タ
ー
、
神

流
川
の
下
久
保
ダ
ム
は
レ
フ
ト
を
守
る
ダ

ム
群
（
Ｐ
32
参
照
）。
台
風
十
九
号
で
は

建
設
が
遅
れ
た
吾
妻
川
唯
一
の
八
ッ
場
ダ

ム
も
間
に
合
い
、
セ
ン
タ
ー
の
洪
水
調
節

を
受
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
次
頁
の
写
真
は
八
斗
島
、
二
〇
二
頁
の

写
真
は
下
流
の
栗
橋
地
点
の
利
根
川
で
す
。

八
斗
島
で
台
風
十
九
号
に
よ
る
最
大
高
水

位
を
記
録
し
た
の
は
十
二
日
午
後
十
一
頃
。

栗
橋
の
ピ
ー
ク
は
翌
十
三
日
の
午
前
三
時
。

い
ず
れ
も
夜
間
で
撮
影
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
ピ
ー
ク
時
水
位
は
撮
影
時
よ
り
一

㍍
は
高
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
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■利根川改修計画流量配分図
単位：㎥/s　（　　)内：基本高水
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明治33年（1900）利根川改修計画
●M29年の大水害が契機。
●計画高水流量はM18年以降４
回の洪水の平均から。
●中条堤による氾濫を前提に基準
点を栗橋とし、その下流の治水
に重点。
●江戸川への洪水の流入を棒出し
で制限。

上
流
ダ
ム
群

14,000
(17,000)→ 9,000→ 8,500→ 5,500→5,500→

2,000→

3,000→

5,000→

0→ 0→0→

渡
良
瀬
川

巴
波
川

鬼
怒
川

小
貝
川

常
陸
川

思
川

江
戸
川

利
根
川
放
水
路

銚子佐原

取手

ダムによる
洪水調節量
3,000 ㎥ /s

八斗島
■

渡良瀬遊水地

利
根
運
河

境

←
50
0 田中遊水地

菅
生
遊
水
地

稲
戸
井
遊
水
地

昭和24年（1949）利根川改修計画

5,570→ 5,570→

1,400
230

3,340→ 4,310→4,310→

970→

2,230

2,500→

←
1,7
00

0→0→

渡
良
瀬
川

鬼
怒
川

小
貝
川

思
川

江
戸
川

八斗島
■

遊水地

放水路

利根川

明治44年（1911）利根川改修計画
●M40、M43年の大水害が契機。
●M43年 の 最 大 洪 水流量は
10.000㎥/sと推定されるが過
大すぎて採用できず。
●中条堤を締切り、基準点を八斗
島に変更。
●基準点増加分の２／３強を江戸
川に配分。棒出しは撤去。
●渡良瀬遊水地で３支川合流量全
量をカット。

上
流
ダ
ム
群
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昭和55年（1980）利根川改修計画
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昭和14年（1939）利根川増補計画
●S10、S13年洪水が契機。
●渡良瀬川調節地への逆流、菅
生・田中調節池を配置。
●下流部及び布川狭窄部の引堤が
困難なため全川河道掘削で対応。
●増分は利根川放水路で対応。
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群
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平成18年（2006）利根川水系河川整備基本方針

●S22年カスリーン台風洪水が契機。
●八ッ場ダムを含む上流ダム群に
よる洪水調節計画を導入。
●渡良瀬川、鬼怒川の合流量をゼ
ロにするための遊水池「稲戸井
調節池」の追加。
●利根川放水路は2,300から
3,000に。

●高度経済成長期以降、人口・資
産に対する治水安全度の引き上
げが必要になった。
●S24年計画の引堤完了の約10
年後の計画改定。
●引堤完了区間の再改修は困難。
●増分は掘削で河道内で分担。そ
れでも不足する分を上流ダム群
の分担量増加で対応。

●長期計画「河川整備基本方針」と
当面30年程度の「河川整備計画」
を策定するとしたH9年河川法
改訂が契機。
●水需要の伸びの低下による多目
的ダムの必要性低下。
●洪水調節量の削減と河道分担量
の増加。
●既設ダム間での治水・利水容量
の再編。既設ダムの嵩上げ、効
率的なダム貯水池操作等による
洪水調節機能の向上。

九
月
の
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
で
す
。
今
度
は

江
戸
初
期
に
利
根
川
東
遷
事
業
で
開
削
し

た
「
新
川
通
」
が
切
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ま
し
た
。

　
こ
の
カ
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リ
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ン
台
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時
の
八
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の

流
量
は
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で
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。

そ
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ま
で
進
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堤
防
嵩
上
げ
や
大
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模
引
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（
利
根
川
五
大
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掘
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だ
け
で
は
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で
き
な
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流
量
で
す
。
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こ
で
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島
の
計
画
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水
を

一
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四
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と
し
、
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に
ダ
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を

造
り
、
三
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〇
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を
受
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も
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こ
と
に
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ま
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た
。
利
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改
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計
画
に
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洪
水
調
節
が
導
入
さ
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た
最

初
で
す
。

　
実
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か
ら
確
率
へ

　
そ
の
後
、
六
〇
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代
の
高
度
経
済
成
長

期
を
経
て
首
都
圏
の
人
口
・
資
産
が
激
増

し
、
ま
す
ま
す
破
堤
回
避
が
求
め
ら
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る

よ
う
に
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り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
既
往

最
大
は
明
治
以
降
の
観
測
値
、
自
然
は
計

り
知
れ
ま
せ
ん
の
で
実
績
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ら
確
率
に
代

え
ま
し
た
。

　
昭
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五
十
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の
改
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計
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で
は
、
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に
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の
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、
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に
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、
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（
計
画
高
水
）
を
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万
六
〇
〇
〇
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と
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ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
流
域
の
社
会
動
向
に
照
ら
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て
流
量
配
分
を
設
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
く

河
川
改
修
や
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ム
建
設
を
進
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ま
す
。

　
昨
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の
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十
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で
は
、
関
東
地
方

の
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の
観
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最
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を
記

録
し
ま
し
た
が
、
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が
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以
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八
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と
す
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と
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利
根
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ム
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ラ
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、
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妻
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八
ッ
場
ダ
ム
は
セ
ン
タ
ー
、
神

流
川
の
下
久
保
ダ
ム
は
レ
フ
ト
を
守
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ダ

ム
群
（
Ｐ
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参
照
）。
台
風
十
九
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で
は

建
設
が
遅
れ
た
吾
妻
川
唯
一
の
八
ッ
場
ダ

ム
も
間
に
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い
、
セ
ン
タ
ー
の
洪
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調
節

を
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つ
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と
が
で
き
ま
し
た
。

　
次
頁
の
写
真
は
八
斗
島
、
二
〇
二
頁
の

写
真
は
下
流
の
栗
橋
地
点
の
利
根
川
で
す
。

八
斗
島
で
台
風
十
九
号
に
よ
る
最
大
高
水

位
を
記
録
し
た
の
は
十
二
日
午
後
十
一
頃
。

栗
橋
の
ピ
ー
ク
は
翌
十
三
日
の
午
前
三
時
。

い
ず
れ
も
夜
間
で
撮
影
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
ピ
ー
ク
時
水
位
は
撮
影
時
よ
り
一

㍍
は
高
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

単位：㎥/ｓ　　（　　　）内：基本高水
基本高水流量：洪水対策計画で前提とする洪水流量。
計画高水流量：基本高水流量からダム等の洪水調節量を引いた流量。
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<完成までの経緯>

年年号号西西暦暦 八八ッッ場場ダダムム建建設設工工事事のの流流れれ 八八ッッ場場ダダムムにに関関わわるる水水源源地地対対策策

Ｈ13 2001 ９月 基本計画変更告示（工期変更/完成予定H22) ６月 「利根川水系八ッ場ダム建設事業に伴う補償基準」調印→用地買収

Ｈ14 2002

Ｈ15 2003
12月 戸倉ダム中止
12月～２月 埼玉県「基本計画変更に関わる懇話会」
              （埼玉県の利水参画量変更）

 　　　　　　　　　　　※9

Ｈ16 2004
９月 基本計画変更告示
(「流水の正常な機能維持」追加、１都４県利水参画量変更、
事業費約4,600億円）

1月 「埼玉県懇話会、建設予定地及び移転代替地等視察」

Ｈ17 2005 ９月 「利根川水系八ッ場ダム建設事業に伴う代替地分譲基準」調印

Ｈ18 2006

Ｈ19 2007 ６月 仮排水トンネル着手 ６月 代替地分譲手続き開始

Ｈ20 2008
９月 基本計画変更告示
（「発電」追加、ダム高/131m→116ｍ、工期変更/完成予定
H27）

Ｈ21 2009
１月 八ッ場ダム本体建設工事入札公告
９月17日 国交大臣、八ッ場ダム中止を表明
10月２日 八ッ場ダム本体工事中止

Ｈ22 2010

Ｈ23 2011 12月 前田国交大臣、八ッ場ダム建設継続を決定

Ｈ24 2012 12月 政権交代⇒八ッ場ダム建設再開

Ｈ25 2013

Ｈ26 2014 ※10

Ｈ27 2015 本体工事着工

Ｈ28 2016

Ｈ29 2017 ※11

Ｈ30 2018

Ｒ1 2019
10月1日～ 試験湛水
10月11～13日 台風19号洪水特例操作

※12

Ｒ2 2020 運用開始

※４　ダムによる水没等で移転等の不利益を蒙る住民(水没戸数20戸以上もしくは水没農地面積20 ha以上のダムが対象)の生活再建支援、移転に
伴い過疎等の問題が発生する地域・地方自治体に対して計画的な産業基盤整備を行い、地域の活性化を図る。

※５　「水特法」の補助制度。水源地域・下流受益地の自治体が補助金を出し合い貯蓄し、水没者の代替地取得における利子補給や生活相談員の
設置、生活道路整備、上下流地域交流事業等を行うための財政整備事業。「利根川・荒川水源地域対策基金」に始まる。

※11　８月 水のフォルム第５回上下流交流/八ッ場ダム水源地域

※12　８月 水のフォルム第７回上下流交流/八ッ場ダム水源地域

※６　３月「水特法」ダム指定

※７　１０月 「基金」ダム指定　→　「基金事業」一部実施始まる

※８　９月「水特法」地域指定、１１月「水特法」整備計画決定→水特法整備事業着手

※９　８月 水のフォルム取材

※10　１月 水のフォルム取材

※１　産業の開発又は発展、及び都市人口の増加に伴い用水を必要とする地域に対する水の供給を確保するため、水源の保全涵養と相まつて、河
川の水系における水資源の総合的な開発、及び利用の合理化の促進を図り、もつて国民経済の成長と国民生活の向上に寄与することを目的とす
る。

※２　水資源開発促進法により、産業の発展や都市人口の増加に伴い広域的な用水対策を実施する必要のある水系※※1を国土交通大臣が「水資
源開発水系」として指定し、その水資源開発水系の「水資源開発基本計画（通称：フルプラン）」を閣議で決定する。
なお、荒川水系もＳ49に指定され、利根川と荒川に限り、２水系を合わせて１つの「水資源開発基本計画」として定めている。

　※※1　水資源開発水系から用水の供給を受ける地域（フルプラン地域）は、国土の約１７％の面積に過ぎないが、人口や産業活動の約５割が集
中している。

※３　規模拡大で地元は賛成・反対・条件付き賛成に分裂

246



<八ッ場ダム完成までの経緯>

年年号号西西暦暦 八八ッッ場場ダダムム建建設設工工事事のの流流れれ 八八ッッ場場ダダムムにに関関わわるる水水源源地地対対策策

Ｓ22 1947 ９月 カスリーン台風

Ｓ23 1948

Ｓ24 1949

Ｓ25 1950

Ｓ26 1951

Ｓ27 1952 利根川（改定）改修計画に基づき調査着手

Ｓ28 1953

Ｓ29 1954

Ｓ30 1955

Ｓ31 1956

Ｓ32 1957

Ｓ33 1958

Ｓ34 1959

Ｓ35 1960

Ｓ36 1961 11月 「水資源開発促進法」※1

Ｓ37 1962 利根川、水資源開発水系に指定※2

Ｓ38 1963 吾妻川支流、強酸性のため計画凍結

Ｓ39 1964

Ｓ40 1965 酸性水中和施設と品木ダム建設⇒再度ダム建設発表(１億㌧級のダムに)※3

Ｓ41 1966

Ｓ42 1967 11月 実施計画調査着手

Ｓ43 1968

Ｓ44 1969

Ｓ45 1970 ４月 建設事業着手

Ｓ46 1971

Ｓ47 1972

Ｓ48 1973 「水源地域対策特別措置法」制定※4

Ｓ49 1974

Ｓ50 1975

Ｓ51 1976 「水源地域対策基金制度」設立※5

Ｓ52 1977

Ｓ53 1978

Ｓ54 1979

Ｓ55 1980 11月 群馬県、長野原町に「生活再建案」提示、12月 「振興対策案」提示

Ｓ56 1981 ,

Ｓ57 1982

Ｓ58 1983

Ｓ59 1984

Ｓ60 1985 12月 環境アセスメント完了 11月 群馬県と長野原町、「生活再建案」について包括的合意

Ｓ61 1986
７月 特定多目的ダム法の基本計画告示（事業費約2,110億
円、完成予定Ｈ12）

３月 「振興対策案」覚書締結※6

Ｓ62 1987 10月 現地調査(吾妻町） 8月 「現地調査に関する協定書」締結（吾妻町）※7、　12月 同(長野原町)

Ｓ63 1988 ３月 現地調査（長野原町）

Ｈ1 1989

Ｈ2 1990 10月 「振興計画案」地元説明、12月 「地域居住計画」全世帯配布

Ｈ3 1991 「第１次土地利用計画(案）」提示

Ｈ4 1992
７月 長野原町と「八ッ場ダム建設事業に係る基本協定書」、

「用地補償調査に関する協定書」締結
９月 用地調査（長野原町）

Ｈ5 1993

Ｈ6 1994 ３月 工事用進入路工事着手 ９月 「振興計画案」地元説明

Ｈ7 1995
２月 「第２次土地利用計画(案）」提示、

　11月 「用地調査に関する協定」締結（吾妻町）※8

Ｈ8 1996 ３月 代替地造成工事着手、付替道路工事着手 １月 用地調査（吾妻町）

Ｈ9 1997 ６月～補償交渉

Ｈ10 1998

Ｈ11 1999

Ｈ12 2000

利根川（改定）改修計画
（八ッ場・藤原・沼田（S27に中止）・相俣・薗原・下久保ダム）

利根川特定地域総合開発計画
（八ッ場・矢木沢・須田貝(発電専用）・藤原・相俣・薗原・下久保・五十里・川俣ダム）
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利
子
補
給
や
生
活
相
談
員
の
設
置
、
生
活
道
路
整
備
、

上
下
流
地
域
交
流
事
業
等
を
行
う
財
政
整
備
事
業
で
、

こ
の
時
の
「
利
根
川
・
荒
川
水
源
地
域
対
策
基
金
」
が

当
制
度
の
端
緒
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
水
源
地
対
策
の
仕
組
み
が
整
う
と
事
態
は
解

決
に
向
け
て
動
き
だ
し
、
平
成
十
三
（
二
〇
〇
一
）
年
、

「
八
ッ
場
ダ
ム
建
設
事
業
に
伴
う
補
償
基
準
」
が
調
印

さ
れ
、
同
年
、
完
成
予
定
を
平
成
二
十
二
年
度
に
変
更

し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
た
。

■
八
ッ
場
ダ
ム
建
設
反
対
運
動
か
ら
ダ
ム
不
要
論

　

水
源
地
域
と
の
話
合
い
に
要
し
た
三
十
数
年
の
間
に

は
土
地
を
離
れ
た
方
も
お
ら
れ
た
が
、
土
地
に
残
り
、

生
活
再
建
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
始
め
て
い
た
そ
の

最
中
、
今
度
は
八
ッ
場
ダ
ム
の
問
題
が
土
地
を
離
れ
て

ダ
ム
不
要
論
に
ま
で
発
展
し
、
全
国
を
席
巻
し
た
。
後

は
本
体
工
事
を
残
す
の
み
と
い
う
と
こ
ろ
で
政
権
も
交

代
し
、
八
ッ
場
ダ
ム
は
再
び
頓
挫
し
た
。

　

し
か
し
関
係
者
に
は
八
ッ
場
ダ
ム
の
必
要
性
が
理
解

さ
れ
、
ま
た
再
度
政
権
交
代
も
あ
っ
て
、
平
成
二
十
四

（
二
〇
一
二
）
年
に
工
事
を
再
開
し
、
同
二
十
七
年
に

本
体
工
事
着
工
、
令
和
元
年
十
月
か
ら
の
試
験
湛
水
を

経
て
同
年
度
内
完
成
の
運
び
と
な
っ
た
。

　

八
ッ
場
ダ
ム
最
大
の
特
徴
は
治
水
容
量
が
大
き
い
こ

と
だ
。
洪
水
調
節
容
量
六
五
〇
〇
万
㌧
は
、
利
根
川
本

流
筋
の
藤
原
・
相
俣
・
矢
木
沢
・
奈
良
俣
、
四
ダ
ム
の

合
計
に
匹
敵
す
る
。
利
根
川
水
系
セ
ン
タ
ー
に
位
置
し
、

一
手
に
洪
水
調
節
を
引
き
受
け
る
八
ッ
場
ダ
ム
は
、
令

和
元
年
台
風
十
九
号
時
の
大
雨
に
間
に
合
っ
た
。

■
高
度
成
長
期
の
水
不
足
と
建
設
反
対
運
動

　

戦
後
復
興
を
果
た
し
た
日
本
は
高
度
成
長
期
、
都
市

に
急
激
に
人
口
と
資
産
が
集
中
し
、
そ
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
も
水
の
大
量
消
費
型
に
な
っ
て
、
治
水
安
全
度
の

引
上
げ
と
大
量
の
都
市
用
水
が
必
要
に
な
っ
た
。
八
ッ

場
ダ
ム
も
こ
こ
で
総
貯
水
容
量
七
三
一
〇
万
㌧
か
ら

一
億
㌧
級
の
ダ
ム
に
な
り
、
水
源
地
域
の
建
設
反
対
運

動
が
激
化
し
た
。

　

ダ
ム
サ
イ
ト
の
吾
妻
町
（
現
東
吾
妻
町
）
に
は
吾
妻

渓
谷
が
あ
り
、
長
野
原
町
に
は
草
津
温
泉
と
併
せ
て
親

し
ま
れ
て
き
た
頼
朝
が
発
見
し
た
と
い
う
「
川
原
湯
温

泉
」
が
あ
り
、
温
泉
神
社
で
毎
年
大
寒
の
一
月
二
十
日

に
行
わ
れ
る
「
湯
か
け
祭
り
」
も
四
〇
〇
年
引
き
継
が

れ
て
い
る
。

　

し
か
し
吾
妻
川
筋
に
は
ほ
か
に
適
地
が
な
く
、
堤
体

予
定
地
を
六
〇
〇
㍍
上
流
の
長
野
原
町
に
移
し
、
住
民

の
理
解
と
協
力
を
求
め
た
。
昼
夜
を
問
わ
ず
お
願
い
に

歩
い
た
用
地
担
当
者
は
体
を
壊
し
入
院
し
た
者
も
あ
っ

た
。
膠
着
状
態
の
中
、
昭
和
四
十
八
（
一
九
七
三
）
年

に
「
水
源
地
域
対
策
特
別
措
置
法
（
水
特
法
）」、
そ
れ

を
補
完
す
る
「
水
源
地
域
対
策
基
金
制
度
」
が
五
十
一

年
に
整
備
さ
れ
る
。

　

前
者
は
、
ダ
ム
に
よ
る
水
没
等
で
不
利
益
を
蒙
る
住

民
の
生
活
再
建
支
援
や
移
転
に
伴
い
過
疎
等
の
問
題
が

発
生
す
る
地
域
・
地
方
自
治
体
に
対
し
て
計
画
的
な
産

業
基
盤
整
備
を
行
い
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
と
い
う

も
の
。

　

後
者
は
、
水
源
地
域
・
下
流
受
益
地
の
自
治
体
が
補

助
金
を
出
し
合
い
、
水
没
者
の
代
替
地
取
得
に
お
け
る

平成15年夏に訪れた時は吾妻川右岸斜面を這うように道が続く暗い温泉街だった。今は温泉街も温泉神社も高台に移り、湖畔
の明るい温泉街になった。令和３年秋にはコロナ禍の合間を縫って宿は団体予約で満室とのこと。新たな歴史が始まっている。

八ッ場ダム位置図

248



か
れ
た
。
そ
の
末
席
に
藤
原
も
参
加
し
た
。

　

感
想
は
、
委
員
の
一
人
が
言
わ
れ
た
「
膨
大
な
資
料

に
す
べ
て
目
を
通
す
時
間
は
な
か
っ
た
。
よ
ほ
ど
の
根

拠
が
な
い
と
、
住
民
へ
の
補
償
を
削
れ
と
か
、
洪
水
対

策
工
事
は
必
要
な
い
な
ど
と
は
言
え
な
い
」
と
い
う
こ

と
に
尽
き
る
の
だ
が
、
少
し
補
足
す
る
。

　

埼
玉
東
部
低
地
は
利
根
川
右
岸
堤
と
江
戸
川
右
岸
堤

が
頼
り
の
輪
中
の
よ
う
な
一
帯
。
藤
原
が
か
つ
て
取
材

し
た
イ
ギ
リ
ス
や
イ
タ
リ
ア
で
も
、
五
〇
〇
年
に
一
度

の
確
率
（
１
／
５
０
０
）
の
洪
水
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
た
。
利
根
川
水
系
の
二
〇
〇
年
に
一

度
の
確
率
の
治
水
安
全
度
は
、
既
往
最
大
の
実
績
に
多

埼
玉
県
に
と
っ
て
の
八
ッ
場
ダ
ム

■
事
業
費
変
更
に
当
た
り

　

平
成
十
五
（
二
〇
〇
三
）
年
九
月
十
一
日
、
国
交
省

よ
り
八
ッ
場
ダ
ム
の
事
業
費
変
更
案
の
提
示
が
あ
っ
た
。

同
月
十
八
日
、
八
ッ
場
ダ
ム
建
設
に
参
加
す
る
群
馬
・

茨
城
・
千
葉
・
埼
玉
・
東
京
の
一
都
四
県
の
合
同
調
査

チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
、
意
見
質
問
へ
の
回
答
を
得
た
後
、

埼
玉
県
で
は
総
合
政
策
部
土
地
水
政
策
課
で
同
年
十
二

月
か
ら
翌
年
二
月
ま
で
六
回
、「
八
ッ
場
ダ
ム
等
の
建

設
に
関
す
る
基
本
計
画
変
更
に
関
わ
る
懇
話
会
」
が
開

完成 未完成 農水転用
完成年

（予定含む）

下久保ダム 通年 2.300 S43（1968）

利根川河口堰 通年 1.150 S45(1970）

通年 0.500

灌灌漑漑期期 2.166

草木ダム 通年 0.540 S51(1976)

有間ダム 通年 0.700 S60(1985）

農水合理化二次 灌灌漑漑期期 1.581 S62(1987)

権現堂調節池 通年 0.433 H3(1991)

埼玉合口二期 灌灌漑漑期期 3.704 H６（1994）

荒川第一調節池 通年 2.100 H8(1996)

奈良俣ダム 通年 0.910 H10（1998）

浦山ダム 通年 2.930 H10(1998)

北千葉導水 通年 2.300 H11(1999）

合角ダム 通年 1.000 H14（2002）

渡良瀬遊水地 通年 0.505 H14(2002)

利根中央 灌灌漑漑期期 2.962 H15(2003)

通年 0.775

冬冬水水 1.196

-0.775 -1.196 H15建設中止

霞ヶ浦導水路 通年 0.940 H22(予定）

滝沢ダム 通年 3.740 H22（2010）

通年 44..114400

冬冬水水 44..667744

合計 15.368 13.494 10.413

完成 未完成※1 農水転用
完成年

（予定含む）
H15年度時点合計 15.368 0 10.413

霞ヶ浦導水路 0.940

滝沢ダム 3.740

通年 00..667700

冬冬水水 99..225500

合計 19.108 10.860 10.413

完成 未完成 農水転用
完成年

（予定含む）
完成済み合計 19.108 10.413

通年 00..667700

冬冬水水 99..225500 -9.250

霞ヶ浦導水路 ― Ｒ2年度撤退

思川開発 冬冬水水 1.163

29.028 1.163 1.163

埼埼玉玉県県にに関関わわるる水水資資源源開開発発・・利利水水施施設設

＜＜HH1155年年度度時時点点＞＞

農水合理化一次 S47(1972)

八ッ場ダム
（H15年度時点）

H22(2010)

戸倉ダム
Ｈ20（2008）

八ッ場ダム

＜＜HH1166年年度度～～RR11年年度度＞＞

八ッ場ダム
（H16年度に変更）

R1(2019)

＜＜RR２２年年度度＞＞

※１　Ｈ16以降の未完成施設再掲のためゼロ。

開開発発量量 暫暫定定
需需要要

対対応応量量
暫暫定定
割割合合

開開発発量量 暫暫定定
需需要要

対対応応量量
暫暫定定
割割合合

開開発発量量 暫暫定定
需需要要

対対応応量量
暫暫定定
割割合合

完成施設 15.368 15.368 15.368
地下水・自流　※1 8.004 7.997 7.988

23.372
滝沢ダム 3.740 33..774400 3.740

27.105
八ッ場ダム（通年） 44..114400 00..667700 00..667700
八ッ場ダム(冬水） 44..667744 99..225500 99..225500

37.016 0 37.016
農水転用(冬水補完残) 5.739 1.163 1.163
霞ヶ浦導水路 0.940 0.940 ― 撤退

思川開発（冬水） （見直し中） （見直し中） 1.163 ※2

19.233 12.023
合計 23.372 19.233 42.605 27.105 12.023 39.128

埼埼玉玉県県のの暫暫定定水水利利権権割割合合経経緯緯    　　　　　　開開発発量量単単位位：：㎥㎥//ｓｓ））

 ※1 地下水・自流（中小河川等での取水）も安定水利権として認定。     ※2 将来の社会・気候変動等を考慮し、思川開発後余裕分として確保。

八ッ場ダム
完成で、Ｒ２
年度時点で
の需要対応
量を確保。

00

＜＜HH1155年年度度時時点点＞＞ ＜＜HH1166年年度度～～RR11年年度度＞＞

４４割割 ３３割割

＜＜RR22年年度度現現在在＞＞

埼玉県に関わる水資源開発・利水施設

埼玉県の暫定水利権割合経緯

※1 河川自流・地下水も安定水利権と同等として計上。　　※2 将来の気候変動による渇水を考慮した水量。
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ら
の
転
用
も
活
き
る
。
転
用
水
の
残
り
一
・
一
六
三
㎥

／
ｓ
は
、
思
川
開
発
が
完
成
す
れ
ば
、
将
来
の
気
候
変

動
に
よ
る
渇
水
を
考
慮
た
水
量
も
確
保
で
き
る
。

　

八
ッ
場
ダ
ム
は
大
き
な
ダ
ム
な
の
で
、
毎
秒
一
㌧
当

た
り
の
開
発
単
価
が
「
通
年
」
で
も
約
一
三
〇
億
円
で
、

荒
川
水
系
の
浦
山
ダ
ム
の
二
三
四
億
円
、
滝
沢
ダ
ム
の

二
二
八
億
円
と
比
べ
て
も
安
い
。
さ
ら
に
「
冬
水
」
は

七
四
億
円
で「
通
年
」の
ほ
ぼ
半
額
だ
。

　

埼
玉
の
暫
定
水
利
権
割
合
は
、
他
都
県
が
一
割
、
二

割
と
い
う
中
、
荒
川
水
系
の
浦
山
ダ
ム
が
完
成
し
て
も

四
割
、
滝
沢
ダ
ム
が
で
き
れ
ば
三
割
。
こ
の
三
割
を
ゼ

ロ
に
す
る
に
は
、
八
ッ
場
ダ
ム
の
完
成
を
待
つ
し
か
な

い
状
況
だ
っ
た
。

　

懇
話
会
の
結
論
は
、
事
業
費
増
を
受
入
れ
る
し
か
な

い
と
ま
と
め
、
知
事
は
「
受
け
入
れ
た
後
、
国
に
地
方

の
負
担
を
減
ら
す
よ
う
働
き
か
け
る
」
と
交
付
金
等
で

の
支
援
を
求
め
た
。
他
の
五
都
県
も
同
様
の
議
論
が
な

さ
れ
、
平
成
一
六（
二
〇
〇
四
）年
の「
八
ッ
場
ダ
ム
建

設
基
本
計
画
変
更
」
で
そ
れ
ぞ
れ
に
利
水
参
画
量
が
変

更
さ
れ
た
。

　

懇
話
会
で
は
立
場
ご
と
に
多
様
な
意
見
が
出
た
が
私

は
、
水
は
イ
ン
フ
ラ
中
の
イ
ン
フ
ラ
、
か
つ
て
ま
と
も

な
水
が
な
い
南
米
を
歩
い
た
際
の
苦
い
経
験
も
あ
っ
て
、

記
者
発
表
時
に
は
知
事
が
翻
意
さ
れ
な
い
よ
う
隣
に
座

っ
た
。
そ
の
後
知
事
は
、
平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）

年
二
月
七
日
の
八
ッ
場
ダ
ム
本
体
工
事
起
工
式
に
臨
ま

れ
た
。
八
ッ
場
ダ
ム
の
完
成
で
一
都
四
県
い
ず
れ
も
暫

定
水
利
権
は
ゼ
ロ
に
な
っ
た
。

で
水
を
生
み
出
し
、
都
市
の
水
道
に
回
し
た
。
本
来
な

ら
分
野
の
違
う
水
の
融
通
は
大
変
難
し
い
の
だ
が
、
農

地
の
減
少
も
あ
り
、
緊
急
の
要
請
で
実
現
し
た
。

　

埼
玉
県
の
水
資
源
開
発
一
覧
（
Ｐ
２
４
９
）」
に
あ
る
、

平
成
十
五
年
度
ま
で
の
葛
西
用
水
か
ら
の
「
合
理
化
一

次
・
二
次
」、
見
沼
代
用
水
の
「
埼
玉
合
口
二
期
」、
県

東
部
の
用
水
系
再
編
等
に
よ
る
「
利
根
中
央
」
が
そ
れ

で
、
埼
玉
の
水
道
が
い
か
に
農
業
用
水
か
ら
の
転
用
で

凌
い
で
き
た
か
が
分
か
る
。

　

た
だ
し
、
こ
の
農
業
用
水
か
ら
の
転
用
水
は
主
に
夏

の
灌
漑
期
に
慣
行
で
使
っ
て
き
た
水
と
い
う
こ
と
で
、

夏
期
（
四
月
～
九
月
）
の
水
利
権
と
さ
れ
、
暫
定
水
利

権
と
し
て
扱
わ
れ
た
。

　

暫
定
水
利
権
と
は
正
式
に
は
「
豊
水
暫
定
水
利
権
」

と
言
い
、
ダ
ム
等
の
水
資
源
開
発
施
設
建
設
に
出
資
し

て
い
る
が
未
完
成
の
場
合
、
河
川
に
豊
富
に
水
が
あ
れ

ば
水
需
要
の
緊
急
性
に
応
じ
て
使
わ
せ
て
も
ら
え
る
権

利
。
渇
水
に
な
れ
ば
本
来
取
水
で
き
な
い
の
で
、
暫
定

割
合
が
低
い
他
都
県
と
の
渇
水
対
策
協
議
の
場
で
も
肩

身
が
狭
い
。
そ
こ
で
考
え
た
窮
余
の
策
が
、
平
成
十
五

年
度
時
点
の
農
業
用
水
か
ら
の
転
用
水
一
〇
・
四
一
三

㎥
／
ｓ
を「
冬
水
」購
入
で「
通
年
」に
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

■「
冬
水
」で
埼
玉
の
水
道
安
定
化

　

埼
玉
県
は
八
ッ
場
ダ
ム
の
事
業
費
変
更
を
機
に
、
そ

れ
ま
で
の
「
冬
水
」
四
・
六
七
四
㎥
／
ｓ
購
入
を
九
・

二
五
㎥
／
ｓ
に
変
更
し
た
。
こ
れ
で
転
用
水
の
ほ
と
ん

ど
が
安
定
水
利
権
に
な
り
、「
通
年
」で
購
入
す
る
〇
・

六
七
㎥
／
ｓ
と
合
わ
せ
る
と
、
九
・
九
二
㎥
／
ｓ
。
県

民
七
三
〇
万
人
の
水
が
安
定
化
す
る
し
、
農
業
用
水
か

少
上
乗
せ
し
た
程
度
の
も
の
。
治
水
容
量
の
大
き
な
八

ッ
場
ダ
ム
を
否
定
す
る
理
由
は
な
い
。

　

問
題
は
費
用
だ
。
八
ッ
場
ダ
ム
は
時
間
が
か
か
っ
た

分
、
建
設
費
が
約
二
倍
の
四
六
〇
〇
億
円
に
膨
ら
ん
だ
。

埼
玉
県
の
負
担
は
七
七
二
億
円
。
そ
の
多
く
は
基
本
的

に
水
道
料
金
で
賄
う
の
だ
が
、
県
人
口
約
七
三
〇
万
で

割
る
と
、
一
人
当
た
り
一
万
円
。
水
道
料
金
値
上
げ
は

一
円
で
も
難
し
い
。
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
そ

れ
で
も
買
う
必
要
が
あ
っ
た
理
由
を
説
明
す
る
。

■
都
市
の
水
道
を
救
っ
た
農
業
用
水

　

埼
玉
で
も
高
度
成
長
期
以
降
急
激
に
人
口
が
増
加
し
、

昭
和
四
十
年
代
中
頃
に
は
年
間
二
〇
万
人
増
が
四
年
も

続
い
た
。
緊
急
に
大
量
の
水
が
必
要
に
な
り
、
そ
れ
ま

で
の
地
下
水
依
存
は
地
盤
沈
下
や
水
質
汚
染
等
か
ら
河

川
表
流
水
へ
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

表
流
水
取
水
に
は
、
血
を
見
る
水
争
い
の
永
い
歴
史

背
景
か
ら
取
り
決
め
た
ル
ー
ル
が
あ
る
。
都
市
用
水
の

よ
う
に
新
規
に
必
要
に
な
っ
た
水
は
年
間
を
通
じ
て
取

水
で
き
る
よ
う
、
河
川
の
流
量
が
少
な
い
時
に
補
給
す

る
水
瓶（
ダ
ム
）を
造
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

い
ち
早
く
人
口
が
急
増
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
控
え

て
い
た
東
京
は
、
矢
木
沢
ダ
ム
の
よ
う
に
人
の
住
ま
な

い
山
奥
の
適
地
の
ダ
ム
建
設
に
参
加
し
た
。
し
か
し
埼

玉
は
当
初
地
下
水
に
頼
り
、
ダ
ム
建
設
へ
の
参
加
が
遅

れ
、
水
需
要
増
大
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
を
助
け
た
の
が
、
江
戸
時
代
以
来
埼
玉
に
遺
さ

れ
た
「
葛
西
用
水
」
や
「
見
沼
代
用
水
」
等
、
農
業
用
水

系
の
水
だ
。
農
業
用
水
路
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
に
し

て
漏
れ
を
防
ぎ
、
取
水
口
の
一
本
化
や
水
路
の
再
編
等
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下
が
顕
著
だ
っ
た
頃
、
堤
防
高
が
一
㍍
下
が
っ
た
所
も

あ
っ
た
。
大
洪
水
で
は
平
常
時
に
は
気
づ
か
ぬ
弱
点
が

露
呈
す
る
。
間
に
合
っ
て
良
か
っ
た
。

　

こ
の
時
の
利
根
川
本
流
筋
五
ダ
ム
の
貯
留
量
は
約

三
九
〇
〇
万
㌧
、
烏
・
神
流
川
筋
の
下
久
保
ダ
ム
は
約

三
一
〇
〇
万
㌧
、
試
験
湛
水
中
の
八
ッ
場
ダ
ム
は
約

七
五
〇
〇
万
㌧
、
計
約
一
億
四
五
〇
〇
万
㌧
。
利
根
川

の
基
準
地
点
の
八
斗
島
で
高
水
位
を
一
㍍
余
下
げ
る
こ

と
が
で
き
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　

八
ッ
場
ダ
ム
は
利
根
川
ダ
ム
群
の
中
で
も
集
水
域
が

断
然
広
い
。
時
間
は
か
か
っ
た
が
水
源
地
域
の
方
々
の

理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
な
く
て
は
な
ら
な

い
場
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
ダ
ム
と
し
て
建
設
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
三
年
の
「
狩
野
川
台
風
」
級
の
台
風
一
九
号

が
関
東
を
襲
っ
た
。
長
野
原
観
測
所
で
も
十
一
日
二
時

か
ら
十
三
日
五
時
に
か
け
て
累
計
三
四
七
㍉
の
降
雨
。

直
前
に
見
納
め
し
た
吾
妻
線
鉄
橋
も
十
一
日
に
は
見
え

た
が
間
も
な
く
水
没
し
た
そ
う
だ
。

　

八
ッ
場
ダ
ム
は
、
計
画
高
水
流
量
三
〇
〇
〇
㎥
／
ｓ

を
二
八
〇
〇
㎥
／
ｓ
調
節
し
て
ダ
ム
下
流
に
は
二
〇
〇

㎥
／
ｓ
放
流
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の

時
は
完
成
前
の
試
験
湛
水
中
、
特
例
の
操
作
が
行
わ
れ
、

ピ
ー
ク
時
の
流
入
量
二
五
〇
〇
㎥
／
ｓ
の
ほ
ぼ
全
量
を

貯
留
し
た
。
放
流
量
は
わ
ず
か
四
㎥
／
ｓ
。

　

建
設
が
遅
れ
て
い
た
ら
八
斗
島
や
栗
橋
の
高
水
位
は

ど
う
な
っ
た
だ
ろ
う
。
守
り
の
連
続
堤
防
も
、
地
盤
沈

■
令
和
元
年
台
風
十
九
号
洪
水
を
受
け
入
れ
て

　

八
ッ
場
ダ
ム
は
令
和
元
年
度
末
の
完
成
を
目
指
し
て
、

同
年
十
月
か
ら
試
験
湛
水
を
始
め
た
。

　

そ
の
直
前
の
八
月
二
十
四
・
二
十
五
日
、
水
の
フ
ォ

ル
ム
で
隔
年
実
施
す
る
八
ッ
場
ダ
ム
と
の
上
下
流
交
流

会
で
当
地
を
訪
れ
て
い
た
。
八
ッ
場
ダ
ム
建
設
を
可
能

に
し
た
草
津
の
中
和
工
場
や
中
之
条
町
の
品
木
ダ
ム
を

見
学
し
、
移
転
し
た
温
泉
に
泊
ま
り
、
八
ッ
場
大
橋
か

ら
間
も
な
く
湖
底
に
沈
む
吾
妻
川
左
右
岸
の
集
落
跡
や

吾
妻
線
の
鉄
橋
、
国
道
一
四
五
号
の
橋
を
目
に
焼
き
付

け
た
。

　

そ
の
光
景
が
鮮
明
に
残
る
十
月
十
一
日
未
明
か
ら
、

洪水調節（ダム地点の計画高水流量3,000㎥/sを2,800㎥/s調節）
流水の正常な機能の維持
水道用水（群馬・埼玉・千葉・茨城1都4県に最大21.389㎥/s）
工業用水（群馬県・千葉4県に最大0.82㎥/s）

八ッ場ダムの目的

八ッ場ダム令和元年台風 19号時の実績（朱文字）

図版：国交省関東地方整備局発表資料「令和元年東日本台風（台風第19号）
出水速報(第４報)」を参考に加筆。

　　八斗島地点のダム群効果（2019.10.12、23時）

左上が移転
した温泉街。
2019.10.15

251



　

そ
の
二
流
も
ろ
と
も
利
根
川
東
遷
で
東
方
の
銚
子
へ

向
か
わ
せ
た
の
だ
が
、
両
河
川
は
し
ば
し
ば
決
壊
し
て

南
流
し
た
。
せ
め
て
渡
良
瀬
川
水
系
の
洪
水
は
切
り
離

そ
う
と
、
明
治
四
十
三
年
洪
水
を
機
に
渡
良
瀬
遊
水
地

が
造
ら
れ
た
。
令
和
元
年
洪
水
で
は
、
思
川
の
乙
女
水

位
観
測
地
点
で
十
三
日
一
時
に
計
画
高
水
位
八
・
七
四

㍍
よ
り
高
い
九
・
八
一
㍍
を
記
録
し
た
が
、
な
ん
と
か

こ
こ
で
踏
ん
張
っ
て
く
れ
た
。

　

渡
良
瀬
遊
水
地
は
第
一
か
ら
第
三
調
節
池
が
あ
り
、

南
部
の
ハ
ー
ト
形
の
池
は
利
水
用（
埼
玉
県
も
最
大
〇
・

五
〇
五
㎥
／
ｓ
の
水
を
得
て
い
る
）。
普
段
は
ヨ
シ
や

オ
ギ
の
群
落
に
多
様
な
動
植
物
が
生
息
し
て
い
る
が
、

利
根
川
洪
水
時
に
は
渡
良
瀬
川
水
系
の
洪
水
を
東
京
ド

ー
ム
約
一
四
〇
杯
分
貯
留
し
て
く
れ
る
。

　

そ
れ
で
も
平
成
元
年
洪
水
で
は
、
栗
橋
水
位
観
測
所

で
最
高
水
位
九
・
六
一
㍍
を
観
測
し
、
計
画
高
水
位
の

九
・
九
㍍
以
内
で
は
あ
っ
た
が
、
氾
濫
危
険
水
位
八
・
九

㍍
を
一
〇
時
間
近
く
超
過
し
た
。

　

埼
玉
東
部
は
江
戸
川
・
中
川
が
縦
断
し
、
中
小
河
川

も
多
い
が
、「
首
都
圏
外
郭
放
水
路
」
は
じ
め
各
地
の

排
水
機
場
の
操
作
で
利
根
川
の
外
水
氾
濫
は
免
れ
た
。

　

一
方
荒
川
は
、
こ
の
台
風
十
九
号
で
は
利
根
川
以
上

に
上
流
で
雨
が
降
り
、
支
川
の
入
間
川
・
小
畦
川
・
越

辺
川
が
寄
り
集
ま
る
一
帯
で
、
荒
川
へ
の
排
水
が
で
き

ず
バ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ
で
浸
水
し
た
が
、
本
川
の
破
堤
は

免
れ
た
。

　

利
根
川
・
荒
川
が
破
堤
し
た
ら
お
し
ま
い
、
そ
れ
だ

け
は
回
避
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
て
や
っ
て
き
た
河
川

整
備
、
当
初
の
目
的
は
八
ッ
場
ダ
ム
完
成
を
も
っ
て
一

応
の
完
成
を
見
た
。

■
利
根
川
治
水
上
も
う
一
つ
の
重
要
地
点

　

利
根
川
は
谷
口
の
八
斗
島
に
出
る
と
埼
玉
県
北
辺
を

東
流
し
栗
橋
に
至
る
。
そ
の
間
、
上
武
山
地
北
部
や
丘

陵
地
帯
か
ら
の
小
山
川
や
福
川
が
合
流
す
る
。
福
川
合

流
後
の
川
俣
（
群
馬
県
川
俣
）
水
位
観
測
所
の
計
画
高

水
位
は
七
・
四
六
㍍
。
令
和
元
年
十
月
十
三
日
二
時
の

最
高
水
位
は
八
㍍
。
五
〇
㌢
も
上
回
っ
た
。

　

堤
防
は
、
計
画
高
水
位
の
上
に
余
裕
分
と
し
て
「
余

裕
高
（
よ
ゆ
う
だ
か
）」
を
上
乗
せ
し
て
い
る
。
屋
上
に

屋
を
架
す
屋
上
屋
は
無
駄
を
意
味
す
る
が
、
こ
の
余
裕

高
は
堤
防
を
守
る
重
要
な
要
素
だ
。

　

水
の
勉
強
を
始
め
て
す
ぐ
「
余
裕
高
」
と
い
う
読
み

方
不
明
の
変
な
日
本
語
に
出
会
っ
た
。
そ
の
後
、
河
川

技
術
者
Ｏ
Ｂ
の
対
談
録
で
、「
予
算
が
残
っ
た
と
言
う

か
ら
、
あ
り
っ
た
け
天
端
に
載
せ
て
お
け
」
と
指
示
し

た
と
い
う
思
い
出
話
が
あ
っ
た
。
計
算
上
対
象
と
す
る

洪
水
は
流
せ
て
も
流
水
は
波
立
つ
こ
と
も
あ
る
。
堤
高

は
可
能
な
限
り
高
く
し
て
お
き
た
い
と
い
う
河
川
技
術

者
の
想
い
が
伝
わ
り
、
以
来
余
裕
高
と
い
う
言
葉
が
好

き
に
な
っ
た
。
令
和
元
年
洪
水
で
も
こ
の
余
裕
高
が
川

俣
の
破
堤
を
防
い
で
く
れ
た
。

　

利
根
川
は
川
俣
を
過
ぎ
る
と
栗
橋
に
出
る
。
こ
こ
は
、

思
川
や
巴
波
川
を
入
れ
た
渡
良
瀬
川
が
合
流
し
て
く
る

所
。「
利
根
川
東
遷
」
以
前
は
、
利
根
川
の
支
流
と
し

て
栗
橋
南
の
川
口
（
加
須
市
）
で
一
緒
に
な
り
、
そ
こ

か
ら
南
流
筋
は
利
根
川
、
東
流
筋
は
渡
良
瀬
川
筋
と
み

な
さ
れ
、
そ
の
筋
は
土
地
ご
と
に
権
現
堂
川
・
庄
内
川

（
現
中
川
の
一
部
）、
太
日
川
（
現
江
戸
川
下
流
部
）
と

呼
ば
れ
て
い
た
。

この広大な遊水地で利根川洪水に負担をかけないよ
う頑張ってくれている。まさに平野のダム。

写真：㈶渡良瀬遊水地アクリメーション振興財団

令和元年台風19号
埼玉北辺の利根川観測所水位状況（速報値）

観測所 最高水位 計画高水位
（m）日時 水位（m）

八斗島 10月12日 23時 4.07 5.28
川俣 10月13日 2時 8.00 7.46
栗橋 10月13日 3時 9.61 9.90

利根川上流河川事務所「令和元年台風19号による出水速報」より
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先
す
る
都
市
的
生
産
者
。
都
市
も
農
村
も
な
い
。
都
市

住
民
も
水
田
保
全
に
協
力
し
、
今
や
農
家
・
非
農
家
の

壁
に
風
穴
を
開
け
、
農
家
の
、
非
農
家
に
よ
る
田
が
流

域
・
地
域
に
貢
献
し
て
い
る
。

　

と
は
い
え
、
農
業
用
水
の
都
市
用
水
転
用
に
は
厚
い

壁
が
あ
っ
た
。
非
農
家
に
よ
る
水
田
保
全
活
動
も
、
行

政
や
農
業
関
連
団
体
、
そ
し
て
な
に
よ
り
農
家
に
認
知

さ
れ
る
に
は
二
十
年
か
か
っ
た
。
令
和
元
年
洪
水
後
、

ダ
ム
の
事
前
放
流
の
通
達
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
言
う

は
易
い
が
行
い
難
し
だ
。

　

そ
う
い
っ
た
話
の
中
で
、
活
動
メ
ン
バ
ー
の
一
人
が

ぽ
つ
ん
と
「
流
域
庁
が
あ
っ
た
ら
い
い
の
に
ね
」
と
言

っ
た
。
そ
う
だ
、
海
水
以
外
の
水
す
べ
て
を
公
水
化
せ

ず
と
も
、「
庁
」
で
な
く
て
も
、
流
域
ご
と
に
治
水
安

全
度
１
／
５
０
０
を
目
指
し
、
河
川
技
術
・
都
市
計
画
・

都
市
用
水
・
農
業
用
水
・
暮
ら
し
の
場
、
そ
れ
ぞ
れ
ど

ん
な
協
力
が
で
き
る
か
考
え
を
持
ち
寄
り
、
専
門
部
署

に
働
き
か
け
ら
れ
る
場
が
必
要
だ
。

　

相
互
協
力
は
現
制
度
で
十
分
可
能
と
い
う
意
見
も
あ

る
。
た
し
か
に
埼
玉
の
農
水
転
用
に
し
て
も
、
我
々
の

よ
う
な
市
民
活
動
に
し
て
も
、
や
っ
て
で
き
な
い
こ
と

は
な
い
。
し
か
し
ベ
ク
ト
ル
が
違
う
も
の
の
擦
り
合
わ

せ
は
容
易
で
は
な
い
。

　

八
ッ
場
ダ
ム
が
完
成
し
、
今
こ
そ
次
代
に
向
け
て
明

確
な
動
き
を
見
せ
る
時
。
農
業
用
水
転
用
と
い
う
画
期

的
な
取
り
組
み
の
嚆
矢
と
な
っ
た
埼
玉
県
こ
そ
、
自
然

流
路
を
重
視
し
、
旧
利
根
川
・
荒
川
流
域
の
水
を
統
括

す
る
組
織
創
設
に
向
け
て
動
き
出
し
て
ほ
し
い
。〝
新

し
い
酒
は
新
し
い
革
袋
に
盛
れ
〟だ
。

耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
計
画
し
て
い
る
が
、
三
〇
〇
年
の

こ
と
は
想
定
外
だ
か
ら
や
む
を
得
な
い
と
い
う
の
は
通

ら
な
い
で
し
ょ
う
。
今
後
は
計
画
以
上
の
災
害
が
来
た

時
ど
う
す
る
か
ま
で
考
え
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
。

②
理
屈
が
立
っ
て
も
そ
こ
に
住
む
人
を
無
視
し
て
は
実

行
で
き
な
い
。
生
活
に
密
着
し
た
安
全
を
考
え
る
。

③
絶
対
の
安
全
は
こ
の
世
に
は
な
い
。
そ
の
中
で
安
全

度
を
い
か
に
高
め
る
か
。
ど
の
程
度
だ
っ
た
ら
み
ん
な

が
納
得
で
き
る
か
突
き
詰
め
る
。
こ
れ
は
技
術
屋
だ
け

で
は
で
き
な
い
か
ら
、
み
ん
な
で
考
え
る
。
そ
し
て
そ

こ
で
出
て
き
た
案
に
対
し
て
、
政
治
が
引
き
受
け
て
く

れ
な
い
と
い
け
な
い
。
―
―

■
多
様
な
水
が
あ
る
埼
玉
の
役
割

　

取
材
し
た
海
外
の
治
水
安
全
度
は
１
／
５
０
０
を
目

指
し
て
い
た
。
し
か
し
治
水
安
全
度
を
上
げ
れ
ば
河
川

施
設
は
大
き
く
な
り
、
そ
れ
に
は
限
界
が
あ
る
。
連
続

堤
防
も
長
く
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
リ
ス
ク
が
生
ま
れ
る
。

現
状
の
維
持
管
理
の
み
な
ら
ず
次
の
対
策
の
技
術
研
究

も
欠
か
せ
な
い
。

　

加
え
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
必
要
と
し
て
、
江
戸
時
代

の
関
東
（
伊
奈
）
流
を
象
徴
す
る
乗
越
堤
と
本
堤
の
よ

う
に
危
険
個
所
の
堤
防
を
二
重
に
す
る
「
二
線
堤
」
や
、

パ
リ
の
セ
ー
ヌ
河
畔
の
よ
う
に
天
端
幅
を
広
く
し
て
破

堤
し
な
い「
ス
ー
パ
ー
堤
防
」も
で
き
る
所
か
ら
取
り
組

ま
れ
て
い
る
。
河
川
整
備
の
視
点
も
「
線
」
か
ら
「
面
」

に
広
げ
、「
流
域
治
水
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
が
広
く
言
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

強
固
な
対
立
軸
に
あ
っ
た
都
市
と
農
村
も
、
今
や
農

家
も
県
水
道
を
利
用
し
、
機
械
化
が
進
み
、
効
率
を
優

次
代
へ
向
け
て
埼
玉
か
ら
の
発
信

■
埼
玉
県
は
ひ
と
ま
ず
安
堵

　

八
ッ
場
ダ
ム
完
成
で
最
も
安
堵
し
た
の
は
埼
玉
県
だ

ろ
う
。
狩
野
川
台
風
並
み
の
大
雨
を
も
た
ら
し
た
令
和

元
年
洪
水
に
神
業
の
よ
う
に
間
に
合
い
、
最
も
恐
れ
て

い
る
利
根
川
右
岸
の
破
堤
は
免
れ
た
。
不
安
定
だ
っ
た

埼
玉
の
水
道
用
水
も
八
ッ
場
ダ
ム
完
成
で
安
定
し
た
。

　

平
成
十
五
年
度
末
の
県
懇
話
会
事
務
局
を
担
当
し
た

県
職
員
は
今
、
難
病
で
車
椅
子
の
生
活
だ
が
、
そ
れ
で

も
「
埼
玉
の
水
道
水
が
安
定
し
た
こ
と
が
、
何
よ
り
嬉

し
い
」
と
言
わ
れ
る
。
水
は
命
の
源
、
県
民
は
水
源
地

域
の
方
々
や
建
設
に
携
わ
っ
た
方
々
に
ま
ず
は
感
謝
せ

ね
ば
な
ら
な
い
。

　

加
え
て
、
埼
玉
の
水
道
水
安
定
化
を
可
能
に
し
た
の

は
、
江
戸
以
来
の
農
業
用
水
を
今
に
遺
し
て
く
れ
た
農

民
の
お
陰
。
農
業
用
水
は
イ
ネ
の
み
な
ら
ず
周
囲
の
生

き
物
を
育
て
る
水
で
も
あ
り
、
い
ざ
と
な
れ
ば
都
市
に

水
を
回
し
て
く
れ
る
埼
玉
の
財
産
。
今
な
お
そ
の
維
持

管
理
を
担
っ
て
い
る
農
家
に
も
感
謝
だ
。

　

と
こ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
い
。
永
く
河
川
畑
を
歩
み
、

「
河
川
安
全
工
学
」
を
提
唱
し
、
併
せ
て
生
き
物
に
も

配
慮
し
た
「
応
用
生
態
工
学
」
に
も
注
力
し
て
お
ら
れ

る
行
田
市
在
住
の
近
藤
徹
氏
は
、平
成
二
十
三
年
の「
さ

い
た
ま
・
水
と
み
ど
り
の
ア
カ
デ
ミ
ー
」
で
次
の
よ
う

に
語
ら
れ
た
。

―
―
埼
玉
平
野
の
安
全
を
と
こ
と
ん
考
え
る
と
次
の
よ

う
な
こ
と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

①
利
根
川
は
二
〇
〇
年
に
一
回
起
こ
る
よ
う
な
洪
水
に
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